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９
月
３
日
、
第
15
回
萩
原
朔
太
郎
賞
の

選
考
委
員
会
を
市
役
所
で
行
い
、
５
人
の

委
員
に
よ
る
選
考
の
結
果
、
最
終
候
補
作

品
６
点
の
中
か
ら
伊
藤
比
呂
美
さ
ん
の
詩

集
『
と
げ
抜
き　

新
巣
鴨
地
蔵
縁
起
』
が

栄
え
あ
る
15
回
目
の
朔
太
郎
賞
に
決
ま
り

ま
し
た
。

　
最
終
選
考
に
残
っ
た
候
補
者
・
作
品
名
・

出
版
社
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
。
作
品
の
50
音
順
）

　

粒
来
哲
蔵
『
穴
』（
書
肆
山
田
）、
四
方

田
犬
彦『
人
生
の
乞
食
』（
書
肆
山
田
）、川
田

絢
音
『
そ
れ
は　

消
え
る
字
』（
ミ
ッ
ド
ナ

イ
ト
・
プ
レ
ス
）、
伊
藤
比
呂
美
『
と
げ
抜

き　
新
巣
鴨
地
蔵
縁
起
』（
講
談
社
）、
北
川

透『
溶
け
る
、目
覚
ま
し
時
計
』（
思
潮
社
）、

天
沢
退
二
郎
『
人
間
の
運
命　

黄
変
綺
草

集
』（
思
潮
社
）。

　
　
　
　

―
―

敬
称
略
（
50
音
順
）―

―

　

入
沢
康
夫
（
詩
人
、
評
論
家
、
仏
文
学

者
）、岡
井
隆
（
歌
人
）、白
石
か
ず
こ
（
詩

人
）、
高
橋
源
一
郎
（
作
家
、
評
論
家
）、
平

田
俊
子
（
詩
人
、
作
家
）。

　

詩
人
。
東
京
都
板
橋
区
生
ま
れ
。
青
山

学
院
大
文
学
部
卒
。
70
年
代
に
詩
を
発
表

し
始
め
、
80
年
代
の
「
女
性
詩
」
ブ
ー
ム

を
リ
ー
ド
。
昭
和
60
年
に
は
『
良
い
お
っ

ぱ
い
悪
い
お
っ
ぱ
い
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
。
平
成
９
年
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
。
平
成

10
年
、
小
説
『
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
』
で
第
21
回

野
間
文
芸
新
人
賞
。
平
成
18
年
、
現
代
詩

に
復
帰
し
『
河
原
荒
草
』
で
第
36
回
高
見

順
賞
受
賞
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を

詩
集
と
受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
の
か
が
、

わ
た
し
の
関
心
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
う

見
て
も
「
本
当
に
詩
集
か
」
と
疑
い
た
く

な
る
形
で
す
か
ら
。
で
も
「
詩
人
が
詩
集

だ
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
詩
集
で
す
」

と
我
を
通
し
て
き
ま
し
た
。
候
補
に
な
っ

て
詩
集
と
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
、

さ
ら
に
賞
を
い
た
だ
い
て
、
評
価
も
さ
れ

た
と
分
か
っ
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

人
生
の
絶
体
絶
命
の
危
機
に
際
し
、
現
代

詩
に
対
す
る
愛
憎
が
切
な
い
く
ら
い
高
ま

っ
て
、
や
っ
と
形
に
な
り
ま
し
た
。

　

賞
の
贈
呈
式
と
受
賞
者
の
記
念
講
演
を

実
施
。
駐
車
券
の
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時
＝
10
月
28
日
㈰
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
前
橋
文
学
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
80
人

申
し
込
み
＝
10
月
10
日
㈬
〜
25
日
㈭
に
文

化
国
際
課
へ

　

受
賞
作
品
な
ど
を
紹
介
す
る
展
示
を
行

い
ま
す
。

日
時
＝
10
月
６
日
㈯
〜
28
日
㈰
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
（
月
曜
を
除
く
）

会
場
＝
前
橋
文
学
館

内
容
＝
第
15
回
萩
原
朔
太
郎
賞
受
賞
者
・

伊
藤
比
呂
美
さ
ん
の
受
賞
作
品
、
著
書
な

ど
を
展
示

観
覧
料
＝
無
料

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
館
☎
２
３
５―

８

０
１
１
へ
。

こ
ん
な
と
き
に
は
お
地
蔵
様
。

あ
の
雑
踏
の
、
昔
か
よ
っ
た
参
道
の
。

行
き
着
く
先
の
大
釜
の
。

お
線
香
の
煙
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
ん
で
五
臓
六
腑
に
染
み
入
ら
せ
。

母
の
手
の
指
足
の
指
。

四
肢
の
末
端
の
神
経
た
ち
に
。

ぐ
さ
り
ぐ
さ
り
と
打
ち
込
ま
れ
た
と
げ
を
抜
き
。

こ
の
て
の
ひ
ら
に
染
み
つ
い
た
う
ん
こ
の
臭
い
も
取
り
除
き
。

ち
っ
ち
ゃ
な
石
の
胸
や
腹
。

き
よ
ら
か
な
水
を
か
け
な
が
ら
。

苦
を
。

ご
し
ご
し
と
洗
い
流
そ
う
。

　
　
　
　
『
と
げ
抜
き　

新
巣
鴨
地
蔵
縁
起
』
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
伊
藤
日
本
に
帰
り
、
絶
体
絶
命
に
陥
る
事
」
か
ら

　

第
15
回
萩
原
朔
太
郎
賞
は
、
伊
藤
比
呂
美
さ
ん
の
『
と
げ
抜
き　

新

巣
鴨
地
蔵
縁
起
』
に
決
定
。
９
月
３
日
に
行
っ
た
選
考
会
で
、
最
終

候
補
作
品
６
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
伊
藤
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ィ
ル
、
喜
び
の
言
葉
な
ど
を
紹
介
。
賞
の
贈
呈
式
と
記
念
講

演
は
、
10
月
28
日
㈰
に
前
橋
文
学
館
で
行
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
文
化
国
際
課
☎
８
９
０―

６
５
２
２
へ
。

６
つ
の
作
品
が

最
終
候
補
に

選
考
委
員
は

入
沢
さ
ん
ら
５
人

伊
藤
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ィ
ル

10
月
28
日
に

贈
呈
式
な
ど

作
品
や
著
書
を

文
学
館
で
展
示

受
賞
を
聞
い
て

喜
び
の
言
葉

第15回萩原　朔太郎賞が決まりました

伊藤さんの「とげ　抜き　新巣鴨地蔵縁起」に

伊藤比呂美さん




